
会
　
　
告

　
二
〇
〇
五
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
、
一
一
月
二
日
（
火
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
講
演
は
泉
拓
良
、
石
川
禎
浩
の
両
氏

に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に

終
わ
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ニ
キ
ア
・
テ
ユ
ロ
ス
遺
跡
発
掘
三
三

　
の
成
果
ー
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～
ロ
ー
マ
時

代
を
乙
部
に

死
後
の
孫
文

泉
　
拓
良
　
氏

遺
書
と
記
念
週

　
　
　
石
川
禎
浩
　
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
｛
疋
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
〇
五
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
度

　
　
史
学
研
究
会
火
会
講
演
要
旨

フ
ェ
ニ
キ
ア
・
テ
ユ
ロ
ス
遺
跡
発
掘
調
査

　
の
成
果
　
　
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～
ロ
ー
マ
時
代

　
を
中
・
い
に
一

泉

拓
　
良

　
一
　
調
査
に
至
る
経
過

　
筆
者
は
～
九
九
九
年
か
ら
レ
バ
ノ
ン
共
和
国
の

テ
ィ
ー
ル
市
（
現
地
名
ス
ー
ル
）
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
考
古
学
的
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
成

果
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

　
レ
バ
ノ
ン
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
北
、
シ
リ
ア
の

南
・
西
に
位
置
す
る
東
地
蒼
海
に
面
し
た
小
国
で

あ
る
。
面
積
は
約
一
万
平
方
キ
ロ
と
日
本
の
岐
阜

県
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
人
口
は
四
四
〇
潜
入

と
多
く
、
中
東
で
は
珍
し
く
緑
豊
か
な
国
で
あ
る
。

歴
史
は
古
く
、
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
結
ぶ
回
廊
に
位
置
し
、
　
一
〇
〇
万
年
前
の
前

期
旧
石
器
時
代
か
ら
、
人
類
の
歴
史
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
特
に
紀
元
前
一
千
年
期
に

は
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
を
極
め
た
。

　
レ
バ
ノ
ン
で
は
、
｝
九
七
五
年
か
ら
始
ま
っ
た

内
戦
が
一
九
九
二
年
に
終
了
し
、
一
九
九
五
年
か

ら
本
格
的
に
な
っ
た
首
都
ベ
イ
ル
ー
ト
の
再
開
発

で
、
多
く
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
～
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡

が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
開
発
に
先
立
つ
発
掘

調
査
に
必
要
な
財
源
と
人
材
が
不
足
し
、
外
国
へ

援
助
を
依
頼
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
五
ヵ
国
が
ベ

イ
ル
ー
ト
再
開
発
に
伴
う
発
掘
に
参
加
し
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
た
が
、
再
開
．
発
は
レ
バ
ノ
ン
全
土

へ
と
波
及
す
る
に
従
い
、
各
地
で
も
遺
跡
調
査
が

必
要
と
な
り
、
さ
ら
な
る
考
古
学
的
支
援
の
要
請

が
各
国
に
な
さ
れ
た
。

　
二
　
遣
跡
確
認
調
査
の
概
要

　
日
本
へ
は
、
～
九
九
八
年
に
外
務
省
を
通
じ
て

西
ア
ジ
ア
考
古
学
会
に
調
査
の
依
頼
が
あ
り
、
国

際
交
流
基
金
の
資
金
的
援
助
を
得
て
、
国
士
舘
大

学
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
の
松
本
健
教
授
を
隊

長
と
す
る
調
査
団
が
作
成
さ
れ
た
。
一
九
九
九
年

か
ら
は
、
世
界
文
化
遺
産
テ
ィ
ー
ル
遺
跡
市
街
地

郊
外
に
計
画
さ
れ
た
高
速
道
路
と
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
予
定
地
に
お
け
る
遺
跡
確
認
調
査
を
始
め

た
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
、
泉
が
中
心
と
な
り
高

速
道
路
と
市
街
地
を
結
ぶ
地
域
に
ま
で
遣
跡
確
認

調
査
の
範
囲
を
広
げ
、
六
五
カ
所
で
遺
跡
を
発

見
・
確
認
し
た
。
こ
の
結
果
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
予
定
地
に
ロ
ー
マ
時
代
の
地
下
墓
が
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
遺
跡
保
存
の
為
、
イ
ン
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タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
成
果
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
ス
・
ア
ル
・

ア
イ
ン
地
区
で
の
前
期
旧
石
器
の
発
見
、
ミ
シ
地

区
で
の
中
期
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
推
定
、
テ
ッ
セ

ラ
の
分
布
に
よ
る
、
テ
ル
・
マ
ア
シ
ュ
ー
ク
周
辺

の
ロ
ー
マ
時
代
ヴ
ィ
ラ
の
予
測
を
お
こ
な
っ
た
。

　
三
　
ラ
マ
リ
地
区
の
発
掘
調
査

　
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
は
、
保
存
の
決
ま
っ
た
元

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
予
定
地
約
六
万
七
千
平
方

メ
ー
ト
ル
で
の
地
形
測
量
と
詳
細
な
遺
構
確
認
調

査
を
始
め
た
。
踏
査
し
た
地
域
で
二
～
二
基
の
地
下

墓
、
一
二
基
の
造
り
付
け
の
石
棺
、
広
い
範
囲
に

わ
た
る
石
切
場
遺
構
を
発
見
、
一
部
の
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
ま
で
の
主
な
成
果
と
し
て
は
、
ラ
マ
リ
一

九
九
番
地
で
発
掘
調
査
し
た
紀
元
後
～
～
二
世
紀

の
入
口
部
が
縦
穴
の
地
下
墓
の
発
見
と
、
性
格
不

明
の
紀
元
前
二
世
紀
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
鉛
製

の
分
銅
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
地
下
墓
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
時
代
の
シ
ャ
フ
ト
墓

に
形
状
が
似
て
い
る
が
、
紀
元
後
～
～
二
世
紀
の

規
模
の
小
さ
い
独
り
用
の
墓
で
、
紀
元
後
二
世
紀

に
一
般
化
す
る
「
地
下
墓
」
の
形
態
系
譜
を
考
え

る
上
で
、
新
た
な
資
料
を
提
供
し
た
。

　
発
見
し
た
古
製
分
銅
に
は
、
表
に
は
＝
～
年

（
紀
元
前
一
〇
五
／
～
〇
四
年
）
と
い
う
年
号
が
、

裏
面
に
は
タ
ニ
ッ
ト
女
神
の
記
号
が
書
か
れ
て
い

た
。
同
様
な
分
銅
は
す
で
に
直
面
が
採
集
品
、
購

入
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
発
掘
資
料
と
し

て
は
今
回
が
初
め
て
の
発
見
で
あ
る
。
同
時
期
の

鉛
製
分
銅
は
広
く
シ
リ
ア
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る

が
、
ラ
タ
キ
ア
・
ア
ン
タ
キ
ア
を
中
心
と
す
る
地

域
、
タ
ル
ト
ス
周
辺
、
ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら
シ
ド
ン

に
到
る
地
域
、
そ
し
て
テ
ィ
ー
ル
周
辺
と
い
う
地

域
色
が
確
認
で
き
る
。
今
回
出
土
し
た
分
銅
は
、

年
号
の
比
定
と
、
裏
面
の
タ
ニ
ッ
ト
女
神
記
号
の

系
譜
か
ら
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
か
ら
独
立
間
も
な
い

テ
ユ
ロ
ス
が
鋳
造
し
た
分
銅
で
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
時

代
へ
の
強
い
憧
れ
を
象
徴
し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
。死

後
の
孫
文
…
遺
書
と
記
念
週

石
　
川
　
禎
　
浩

　
一
九
二
五
年
三
月
に
北
京
で
世
を
去
っ
た
孫
文

は
、
三
通
の
遺
書
を
残
し
た
と
さ
れ
る
。
国
民
党

の
岡
志
た
ち
へ
の
遺
書
（
「
遺
嘱
」
）
、
家
族
へ
の

遺
書
、
そ
し
て
ソ
連
致
府
の
指
導
者
た
ち
へ
の
遺

書
で
あ
る
。
当
時
、
孫
文
の
率
い
る
国
民
党
は
、

共
産
党
員
の
受
け
入
れ
（
国
共
合
作
）
と
ソ
連
と

の
積
極
的
提
携
を
柱
と
す
る
新
方
針
の
も
と
、
影

響
力
を
広
東
省
か
ら
全
国
へ
と
広
げ
ん
と
し
て
い

た
が
、
「
容
共
・
連
ソ
」
に
は
、
党
内
の
反
発
も

根
強
く
、
そ
の
新
方
針
は
孫
文
の
強
力
な
指
導
力

に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
孫

文
の
遺
書
が
政
治
的
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
三
通
の
遺
書
の
う
ち
、
ソ
連
政
府
へ
の
そ
れ
は
、

ソ
連
と
の
長
期
に
わ
た
る
協
力
関
係
の
維
持
を
願

う
文
面
で
あ
り
、
間
接
的
に
国
民
党
員
へ
の
「
遺

嘱
」
を
補
完
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。
周
知
の

よ
う
に
、
国
民
党
は
孫
文
死
後
三
年
を
出
ず
し
て
、

「
容
共
・
連
ソ
」
と
は
全
く
反
対
の
政
策
に
立
ち

至
っ
た
た
め
、
同
党
に
と
っ
て
ソ
連
あ
て
の
遺
書

は
、
極
め
て
扱
い
の
難
し
い
文
書
と
な
っ
た
。
こ

れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
国
民
党

は
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書
を
孫
文
の
正
規
の
著
作
と

は
認
め
な
い
立
場
を
と
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
言

え
ば
、
台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
孫
文
の
全
集
に
は
、

ソ
連
あ
て
の
遺
書
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
孫
文
の
革
命
事
業
の
継
承

者
　
　
国
民
党
と
は
別
の
意
味
で
一
を
任
じ
る

中
国
共
産
党
は
、
当
然
の
よ
う
に
そ
れ
を
孫
文
の

著
作
と
み
な
す
。
大
陸
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
孫
文

の
全
集
に
は
、
そ
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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本
講
演
で
は
ま
ず
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書
と
も
密

接
に
か
か
わ
る
「
遺
嘱
」
の
作
成
過
程
を
、
で
き

る
だ
け
原
資
料
に
即
し
て
検
討
し
、
そ
れ
が
孫
文

の
死
の
一
カ
月
ほ
ど
前
に
国
民
党
の
指
導
部
に
よ

っ
て
起
草
、
討
議
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
注
精
衛
ら

孫
文
の
側
近
た
ち
は
遺
書
が
孫
文
の
死
後
に
持
つ

で
あ
ろ
う
権
威
性
を
予
見
し
、
そ
の
作
成
、
署
名

の
過
程
が
い
か
な
る
疑
惑
も
呼
ば
ぬ
よ
う
、
周
到

に
手
続
き
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
を
論
証
し
た
。
そ

の
物
証
と
な
る
の
が
、
病
床
の
孫
文
を
前
に
「
遺

嘱
」
原
案
を
朗
読
し
た
さ
い
の
注
精
衛
と
孫
文
と

の
談
話
記
録
（
一
九
二
五
年
二
月
二
四
日
中
）
で

あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書
は
、
そ
の

作
成
過
程
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
が

公
表
さ
れ
た
の
も
、
「
遺
嘱
」
と
同
時
で
は
な
か

っ
た
。
国
民
党
側
の
人
士
が
、
ソ
連
あ
て
の
遺
書

を
孫
文
の
正
式
の
著
作
と
認
め
な
い
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、
実
を
言
え
ば
、
英
語
で
書
か
れ
た
と
さ
れ

る
ソ
連
あ
て
遺
書
の
原
文
書
自
体
が
、
そ
も
そ
も

こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

孫
文
研
究
者
た
ち
は
、
英
字
新
聞
に
載
っ
た
も
の

や
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
活
字
版
を
も
と
に
し
て
、

事
を
論
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
問
題
の
ソ
連
あ
て
遺
書
の
原
文
書
は
、
モ
ス
ク

ワ
の
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、

そ
の
原
文
書
に
基
づ
い
て
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
（
作

成
日
付
、
副
署
者
な
ど
）
を
分
析
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
結
論
に
い
た
っ
た
。
①
原
文
書
は
孫

文
自
筆
の
サ
イ
ン
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
国
民
党

関
係
者
七
人
の
副
署
を
持
ち
、
形
式
面
で
孫
文
の

著
述
と
し
て
の
条
件
を
備
え
て
い
る
。
②
そ
の

副
署
は
、
国
民
党
の
首
脳
た
ち
も
同
文
書
を
孫
文

の
遺
言
と
認
知
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
③

た
だ
し
、
三
月
一
一
日
目
日
付
の
み
を
持
つ
ソ
連

あ
て
遺
書
の
形
式
は
、
二
月
二
四
日
の
日
付
を
併

せ
持
つ
「
遺
嘱
」
の
形
式
と
は
異
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
当
初
よ
り
「
遺
嘱
」
と
同
様
に
準
備
さ
れ

て
い
た
文
書
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
す

な
わ
ち
、
ソ
連
あ
て
遺
書
は
、
孫
文
の
臨
終
の
間

際
に
、
こ
う
し
た
文
書
の
必
要
性
を
感
じ
た
者
が

起
草
し
、
「
遺
嘱
」
へ
の
署
名
に
合
わ
せ
て
す
べ

り
込
ま
せ
た
文
書
で
あ
っ
た
。

　
ソ
連
あ
て
遺
書
が
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
作
成
過

程
を
経
た
原
因
、
そ
し
て
ソ
連
あ
て
遺
書
が
孫
文

の
死
後
に
た
ど
っ
た
運
命
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

国
共
両
党
の
融
和
と
対
立
、
そ
れ
に
連
動
す
る
中

国
と
ソ
達
の
離
合
罪
な
い
関
係
を
如
実
に
反
映
す

る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
孫
文
死
後
に
確
立
す

る
孫
文
へ
の
尊
崇
体
制
が
、
「
遺
嘱
」
や
ソ
連
政

府
あ
て
墨
書
と
い
っ
た
文
書
の
持
つ
政
治
性
、
党

派
性
を
よ
り
増
幅
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し

た
尊
崇
体
制
は
、
孫
文
の
死
後
間
も
な
く
、
「
総

理
紀
念
週
」
と
い
う
定
型
化
し
た
孫
文
記
念
行
事

を
生
み
だ
し
た
が
、
そ
れ
は
国
共
両
党
に
共
通
す

る
領
袖
個
入
崇
拝
の
起
源
と
も
醤
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
五
年
度
大
会
・
総
会
は
、

一
一
旦
百
（
水
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
大
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
か
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
め
、
最
初
に
総

会
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
ま
ず
紀
平
英
作
理
事

長
が
挨
拶
に
立
ち
、
開
か
れ
た
学
会
を
め
ざ
し
て

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
旨
を
述
べ
た
。
つ

い
で
島
居
一
康
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な

さ
れ
た
。

　
庶
務
（
吉
川
真
司
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
会
員

数
・
史
林
送
付
数
に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
始
め

た
学
生
会
員
制
度
が
ひ
と
ま
ず
順
調
に
す
べ
り
出

し
、
会
員
数
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
報
告
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